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　アイヌ民族と㧜人の英国人（㧛）
小　柳　伸　顕
　はじめに
　日本で先住民族アイヌとキリスト教（プロテスタント）㧛の関係を考える
とき，イギリス人Ｊ・バチラー（John Batchelor －）とＮ・Ｇ・
マンロ （ーNeil Gordon Munro －）抜きに論じることはできません。
　もっともアイヌ民族とキリスト教の接点はＪ・バチラーが最初ではありま
せん。
　当時（年），イギリス聖公会宣教師（The Church Missionary Society
以下CMS）㧜として函館に在住していたＷ・デニング（Walter Dening）は，
CMSからアイヌ伝道のためマダガスカルから派遣されていました。
　CMSのみならずイギリス国家自身がアイヌ民族に深い関心を持っていた
ことは，アイヌ墳墓盗掘事件（）㧝からも推察できます。事件は，イギ
リス領事館員により北海道南部の森村（現在森町），落
オトシベ
部村（現在八雲町）
のアイヌ墳墓から人骨が掘り出されたものです。この事件は，国際的な問題
になり，イギリスが謝罪し，賠償する結果になりました。
　来日したデニングは，アイヌ民族より日本人宣教に力を入れます。しかし，
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デニング自身も年㧢月には，アイヌコタン（集落）平
ビラトリ
取を尋ね，しばら
く滞在し，調査研究をしています。
　バチラーのアイヌ民族への関心は，このデニングの指導もありますが，発
端はバチラー自身の体験に深く根ざしています㧞。バチラー来日の翌年
（），函館の町中で偶然アイヌが日本人から非人間的な扱いを受けている
現場に出合わせます。この出合いが，第一歩と言えます。以来，アジア，太
平洋戦争開戦の前年年月，カナダに向けて離日するまで計年間アイ
ヌ民族と関わり続けました。
　マンローとアイヌ民族との関係は，バチラーと全く違います。医師マンロ
ーは，同時に考古学，人類学，民族学への深い関心からアイヌ民族へ接近し
ました。医学生時代から考古学に関心をよせたマンローは，船医となりイン
ドへ渡り，各地で発掘を試みますが，気候が合わず断念します。その後香港
に渡りますが，病のため年横浜へ来ます。入院治療のためでした。その
後入院した横浜ゼネラルホスピタル第㧢代院長に就任します。
　北海道へ初めて旅したのは年ですが，アイヌ民族への研究・調査で北
海道へ行ったのは年です。そのとき春
ハルトリ
採コタンでの熊祭りを映像に収め
ています。貴重な記録フィルムです。マンローが，腰をすえ本格的なアイヌ
民族との関わりを作り出したのは，年，平取に永住を決めてからです。
なおマンローは，年に日本に帰化，年，平取で年の生涯を終えま
した。
　この㧜人のイギリス人を通し，アイヌ民族とキリスト教の課題を少々整理
してみます。
　㧛　資料
　資料は，主として次のものを活用しました。
　Ｊ・バチラー
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㧛　 Ｊ・バチラー『ジョン・バチラー自叙伝～我が記憶をたどりて』　文録
社　年（昭和㧝）
㧜　 ジョン・バチラー遺稿『わが人生の軌跡』北海道出版企画センター　
年
㧝　仁多見厳『アイヌの父・ジョン・バチラー』　楡書房　年
㧞　 仁多見厳『異境の使徒―英人ジョン・バチラー伝』　北海道新聞社　
年
㧟　 ジョン・バチラー（安田一郎訳）『アイヌの伝承と民族』　青土社　
年
　資料について少々説明しておきます。
　㧛 　『バチラー自叙伝』は，日本滞在中にバチラーがローマ字で執筆（日
本語），バチラーの教え子得能まつ子さんが，日本文字に直したもので，
アイヌ民族への本音も語られています。
　㧜 　『わが人生の軌跡』は，Steps by the way（バチラー最晩年の遺稿で
著書ではない）の仁多見厳・飯田洋右訳編です。遺稿は，帰国直前，姪
（フローレンス・アンデレス）がイギリスから来日した際，バチラーの
口述を姪がタイピングしたものと推定されます。
　㧝 　『アイヌの父』は，バチラー研究者仁多見厳が書いた日本語によるは
じめてのバチラー伝です。
　㧞 　『異境の使徒』は同じく仁多見厳の筆になりますが，前著から約年
経ての出版です。その間の研究成果に基くもので，文中の写真は，バチ
ラー理解の手助けになります。しかし，少々，バチラー美化ともとれる
部分のあることも否定できません。なお仁多見には，バチラーが，
CMS本部等に送った手紙通を編集・翻訳した『ジョン・バチラーの
手紙』　山本書店　年もあります。この「手紙」もバチラー理解の
重要な資料と言えます。
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　㧟 　『アイヌの伝承と民族』は，バチラーの主著の㧛つです。原著名は，
The Ainu and Their FolkLore. The Religious Tract Society, London 
で，その翻訳です。この著作は，明治時代（年月日），日
本語版『アイヌ人及其説話』上巻中巻が出版されています。下巻の出版
は不明です。題名から推察できるように民族学の著作です。
　バチラーには，論文・単行本合せて確認できるものだけであると，仁多
見は，『バチラーの手紙』の巻末で紹介しています。これらの著作については，
随時紹介していきます。
　Ｎ・Ｇ・マンロー
　マンローについては，マンロー自身による自叙伝は残されていません。そ
れは，多分に二度の大火（第㧛回は関東大震災，第㧜回は二風谷）も関係し
ているとも想像できます。あるいは，マンロー自身が，自分については書き
残すのを嫌ったとも考えられます。マンローについてまとまったものは，次
の㧛冊です。
 . 桑原千代子『わがマンロー伝―ある英人医師・アイヌ研究家の生涯』　新
宿書房　年
　『わがマンロー伝』は，著者桑原さんとマンローの連れ合いチヨ・マンロ
ー（木村チヨ）さんとの出会いが契機で執筆・出版されたものです。余年
の調査・研究の成果です。一読して誰もが気付くと思いますが，マンローや
チヨさんと交流のあった人たちが他界する中，これ以上の「マンロー伝」は，
これからも期待できません。
 . Ｎ・Ｇ・マンロー著・Ｂ・Ｚ・セリグマン編　小松哲郎訳『アイヌの信仰
とその儀式』　図書刊行会　年
　この著書は，マンローが生前イギリスの友人セリグマンに送った論文を編
集し，年Ainu. Creed and Cultと題してイギリスで出版された論文集で
す。マンローには，日本で出版したPrehistoric Japanがあります。復刻版は
ありますが翻訳はされていません。この原著は，横浜で自責出版された私家
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本です。
　㧜　アイヌ民族との出会い
　　.　バチラー
　さきに紹介しましたが，バチラーとアイヌ民族の出会いは，偶然とも言え
ます。バチラーは中国伝道を志し，神学と中国語を学ぶため年香港に来
ます。しかし，香港で疾病になり，病気治療のためイギリスに似た気候の函
館へ来ました（）。函館で出会った宣教師デニングの紹介もあり，アイ
ヌ宣教へ目をつけることになります。バチラーは，その間の事情をCMSあ
てに手紙で報告しています。
　「私がここ（註．函館）に止り，平信徒特志伝道師として，本部を函館に
置き全道を伝道地区として働きたい。という手紙を考えた次第です。
　私はデニング師の計画がたいへん気に入りました。ここに㧝，㧞年以上止
り，日本語とアイヌ語を徹底的に勉強して後，帰英してイズリングトンで研
究のコースに通学し，その後日本に帰って，日本人とアイヌ人に，キリスト
とキリストの十字架について教えたいということ以外には，私の心には何も
ありません。（後略）」（年㧝月㧠日，Ｈ・ライト師宛）。
　中国伝道の志は，ここ日本でのアイヌ民族への伝道へと変えられたのです。
　　.　マンロー
　マンローがアイヌ民族に関心を持つ動機は年の「旧石器―原人」発掘
と不可分です。マンローは，神奈川県内の早川，酒匂川流域で日本では最初
の旧石器を発掘します。さらに年，三ツ沢貝塚から人骨を発掘（こども
㧛体，大人㧞体の計㧟体）しています。この人骨がアイヌの人骨かどうか小
金井博士に発掘状況を見学してもらっています。この当時からマンローは，
医師としてより日本では考古学者として有名になります。それを裏付けたの
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がPrehistoric Japan『失史時代の日本』（）です。
　バチラーは宣教師として，マンローは考古学者としてアイヌ民族に関心を
示し，その生涯を送るのです。
　㧝　出生・家族・死
　　.　バチラー
　バチラーは，年㧝月日、イギリス・サセックス郡アックフィールド
村に人兄弟の第㧠子として生まれ，年㧞月㧜日同じく故郷アックフィ
ールド村で死去しています㧟。年の生涯でした。年来日し，年に
ルイザ・アンデレスと結婚。子どもはいませんでしたが，年，アイヌ民
族の向井富蔵の娘向井八重子（～）を養女に迎えます。妻ルイザは，
年㧞月㧠日，札幌で死去。札幌市に埋葬されています。
　　.　マンロー
　マンローは，年㧠月日スコットランド・ダンディー市にてマンロー
家の長男として誕生。エディンバラ大学医学部卒業。年には，エディン
バラ大学から医学博士号をおくられています。若い時から考古学に関心を示
し，年，治療のため来日，そのまま滞在，帰化，年㧞月日死去。
歳の生涯でした。墓は，平取・二風谷にあります。生涯に㧞度結婚してい
ます。年，横浜在住のドイツ人貿易商の娘アデレー・マリー・ジョセフ
ィンと結婚，二男をもうけるが年離婚し高畠とくと結婚。一女をもうけ
ます。同年日本に帰化。マンローは，とくの英語力に助けられ考古学の研究
を続けることができました。しかし，なぜか年，とくと協議離婚。
年，日本在住のスイス人貿易商の娘アデール・ファブルブラントと結婚。一
女をもうけます。
　年，マンローは軽井沢サナトリウム病院長に就任，同病院の婦長木村
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チヨと恋愛関係におちいり，非情にもマンローは妻アデールを治療を名目に
ウィーン大学のフロイドのもとに送り出すのです。マンロー歳の出来事で
す。以来，木村チヨとの関係は続き年アデールと協議離婚成立。同年木
村チヨと正式に結婚。マンロー歳，チヨ歳でした。その㧟年後，マンロ
ーは，他界。二風谷のトイピラの丘に本人の希望により埋葬されます㧠。ま
た軽井沢には妻のチヨの手で分骨の墓碑が建立されました。そこには英文と
ともに「医学者兼考古学者　満郎先生墓」と記されています。
　さきにマンローは自叙伝を書くのを嫌ったのではないかと記しました。考
古学者としての華やかな生涯に比べ，家族関係は極めて複雑です。とくに三
度の結婚でもうけた子どもたちのことは全くと言っていいほど不明です。
　ここに紹介したマンローの結婚歴も実は，桑原千代子と木村チヨの共同作
業の中で明らかにされたもので，マンロー自身は記録としては残していませ
ん。自叙伝を残さなかったのもあるいは家庭事情が原因なのかとも推察しま
した。
　バチラーとマンローの結婚生活と言うか家庭事情は対照的とも言えます。
木村チヨは，マンローの最期を見取りますが，二度目の妻だった高畠とくも
陰ながらマンローを支えたことが，桑原千代子によって紹介されています。
　㧞　人間関係
　　.　バチラー
　バチラーの日本滞在期間は，年に及びました。その間，バチラーは日本
人あるいはアイヌ民族とどんな人間関係を結んだでしょうか。
　バチラーが最初に出会ったと言うか，函館時代生活を共にした日本人は，
寺田藤太郎，小川淳，伊藤一隆です。いずれも聖公会司教ウイリアムに紹介
されたキリスト教徒です㧡。
　かれらは，バチラーに「アイヌ民族は劣った民族だ」と紹介していました。
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このことばに刺激され，バチラーは逆にアイヌ民族に関心を持ち，深く交流
することになります。かれらのアイヌ民族観が「反面教師」でした。
　最初期のバチラーと日本人との関係で見落してならないのは，バチラーの
活動に対する日本人からの反発でした。その典型がバチラー告訴事件です㧢。
　バチラーがパスポートを申請したとき（），却下されます。理由はバ
チラーが告訴されているからでした。一般にはバチラーのスパイ事件と呼ば
れていますが，バチラーが滞在許可条件を守っていないからだと言います。
それは単なる言いがかりで，日本政府の真のねらいは，バチラーがアイヌ語
を存続させようとする活動への反発でした。さらにバチラーの禁酒運動への
嫌がらせも絡んでいました。これらは結果として，バチラーの平取村（アイ
ヌコタン）からの追い出しに発展します。この徴候は，年頃から始まり，
遂いに裁判事件にまでなったのです。
　バチラーが，「私には日本人の敵があり，アイヌの人々との間にいること
は有益である」と言っています（「軌跡」ページ）㧣。
　アイヌは味方だが，日本人は敵だとの認識が，この時代にはあった証拠で
す。それらが告訴，スパイ事件を引き起したのです。
　幸いにもこの事件は，告訴内容が不正確と判断され，取り下げられました。
しかし，アイヌへの禁酒運動への反発はとけず，結局，平取を去ることにな
ります。
　このバチラーの日本人観が変ったのは何時頃からでしょうか。「記憶」や「軌
跡」から直接読みとることはできませんが，年前後と推察できます。こ
の頃からバチラーは，日本政府のアイヌ同化政策に協力するようになります。
　年，日本政府のアイヌ民族同化対策法「北海道旧土人保護法」が制定，
施行されます。この法律とバチラーとの関係を明確に示す資料は残されてい
ません。しかし，「北海道旧土人保護法とドーズ法」との比較研究をすすめ
る富田虎男は，その関係を示唆します。法律制定過程の協力者の㧛人にバチ
ラーの名前をあげています。アイヌ民族同化政策への協力です。バチラーの
アイヌ民族観の変更です。その証拠の㧛つはバチラーにもあります。年，
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バチラーはアイヌが集まる教会での説教の言語をアイヌ語から日本語に変え
ます。それまでアイヌ語に固執したバチラーの転向です。
　この時期と前後し，バチラーの諸事業に対する日本人および日本政府から
の協力が顕著になります。
　年，大阪で開催された第㧟回内国勧業博覧会の学術人類館に㧡人の
アイヌを紹介したのはバチラーです。さらに翌年，アメリカのセントルイス
博覧会にもバチラーは斡旋で㧣人のアイヌが派遣されています。
　年，日露戦争が始まると，バチラーは戦争協力のしるしとして音楽会
を開き，出征兵士を慰問し，赤十字社にも寄附金をよせます。
　年，バチラーはアイヌ教化団を組織。続いてアイヌ教化団後援会が結
成され，その支援でアイヌ学園（後のバチラー学園）ができます。その理事
の顔ぶれが，バチラーと日本人あるいは日本社会との関係をよく示していま
す。顧問・徳川義親，佐上信一（北海道庁官），新渡戸稲造，理事長・バ
チラー，理事・宮部金吾，時任一彦等々が名を連ねています。当時の北海道
の所謂名士たちです。アイヌ教化とは，説明するまでもなくアイヌ同化政策
の代名詞です。日本人は敵といったバチラーが，正反対の立場に立ったこ
とを意味します。
　アイヌとの関係はどうだったでしょうか。それは日本人との関係と表裏を
なすものです。
　アイヌ民族への関心を持ったバチラーは，まずアイヌ語の習得を平取のペ
ンリウク首長のもとではじめます（）。ペンリウクは，コタンの中にバ
チラーのためにチセ（家）を建て提供します。これが，さきの告訴事件の要
因の㧛つでした。アイヌ語を話すバチラーのもとに，アイヌが集まって来る
のは自然の成り行きでした。
　直接，アイヌ語の手ほどきをバチラーにしたのは，幌別のアイヌ青年カン
ナリタロウです。かれは，年，聖公会函館教会でアンデレス司教から受
洗します。アイヌのキリスト教徒の誕生です。当時，バチラーは，司祭の資
格を持っていませんでした。司祭の資格を得たのは年です。ただし，バ
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チラーの指導でキリスト教徒になったのは，バチラーの家で働いたパラピタ
とその妻アシコルクと養女のキンの㧝人。ただし洗礼を授けたのは，ビカス
テス司教です。アイヌのキリスト教徒は，㧞人になります。年のことで
す。
　アイヌとの関係で注目しなければならないのは，年，向井富蔵の娘フ
チ（八重子）を養女に迎えたことです。しかし，不思議なことに，バチラー
は，「記憶」でも「軌跡」でもバチラー八重子については，ほとんど触れて
いません。他のアイヌについての詳細な，とくにカンナリタロウ等に対す
る詳細な記述とは全く対照的です。ここにバチラーのアイヌ民族観の差別的
とまで行かなくても屈折した一面を見ます。常識的に言えば，バチラーにと
っても人生の一大事なのですから。
　　.　マンロー
　マンローが来日したのは（），病気治療のためで，バチラーと共通す
る面もあります。最初に接した日本人は，横浜の病院関係者でした。
　やがてマンローは入院した（）横浜ゼネラルホスピタルの院長に就任
します（）。この病院は，イギリス人だけでなく，京浜地方に滞在する
外国人も治療を受けていましたが，所謂上流階級の日本人たちも病院へ来て
いました。マンローが接した最初の日本人は，上流階級の人々と言えます。
しかし，マンローは，早くから日本社会へ溶け込む努力をします。その一つ
が日清戦争（）の従軍医師を申し出ますが，軍から外国人を理由に許可
されませんでした。
　マンローの日本人観は，その結婚にみることができます。既に述べました
が，㧜人の日本人女性と結婚しています。
　高畠とくは，マンローが，㧛度目の結婚相手アデレー・マリー・ジョセフ
ィン（ドイツ人）と協議離婚（・・）直後の㧟月日，結婚してい
ます。マンローは，離婚・結婚の直前の同年㧜月㧜日，日本に帰化していま
す。理由は述べられていませんが，離婚・結婚の手続きが容易だからと言わ
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れています。高畠とくとの結婚は，亜細亜協会主催のマンロー講演会（英語・
年月日不明・年代後半から年代はじめ）での出来事が切っ掛けでし
た。その日，高畠とくは，マンローの日本史についての誤りを指摘しました。
それはマンローが，講演の中で，「貞
ジョウカン
観時代」を「テイカン」と誤って読ん
だからです。その点を英語で指摘した高畠とくの英語力と学識にマンローは
いたく魅了され，直後，マンローは，高畠とくに秘書兼通訳になってほしい
と申し出，承諾をとります（「マンロー伝」・ページ）。日本の考古学研究
にとっては，またとない人物との出会いでした。しかし，その高畠とくとも
生前離婚したマンローは，年，横浜在住のスイス人貿易商の娘アデール・
ファブル・ブラントと結婚しますが，軽井沢サナトリウム院長に就任すると
（），婦長木村チヨと恋愛関係が生まれます。やがてマンローは，アデー
ルと離婚，木村チヨと結婚します。この結婚は，マンローの死まで続きまし
た。木村チヨもまた英語をよく理解した女性でした。
　マンローの結婚にはある傾向が読みとれます。外国人と結婚するときその
相手は富豪の娘であること，日本人の場合は，英語をよく理解することです。
この条件は，マンローの考古学研究にとって不可欠の条件だったとも言えま
す。㧝人目のアデールとは考古学研究のため一緒に北海道を旅行します
（・）。アデールは金銭面でマンローを支援できても，語学（日本語）
では，助けることができなかったのではと想像します。
　マンローは医師としてより考古学研究者として日本人との接点がありまし
た。遺跡掘りには多数の日本労働者が働き，マンローの研究を助けました。
しかし，その人々とどんな人間関係を結んでいたかは不明です。
　一方，医師・佐伯理一郎を通して新島襄との交流，また内村鑑三，新渡戸
稲造などのキリスト教関係者，岩波茂男，土井晩翠などとの交流もありまし
た。
　マンローが，終生心を許し相談を持ちかけ，その苦境を支え続けたのは北
海道庁職員谷万吉です。多数の谷宛英文書簡が残されていることを桑原は，
記しています。この事からも明きらかなようにマンローは，来日以来年
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滞在しましたが，日本語が得意だったとは言えないように思います。アイヌ
語も日本語同様，自由に駆使したとは思えません。語学の点ではバチラーに
適わなかったと言えます。
　マンローが考古学的関心から北海道を旅したのは年です。案内役はバ
チラーです。以来，アイヌ民族への関心を深めます。
　平取・二風谷への定住のきっかけは，年月～年㧜月までの㧞ヶ
月間，木村チヨと共に二風谷に滞在，アイヌ研究に打ち込んだことです。
　それ以前にアイヌ民族との交流はありました。いずれも北海道庁からのア
イヌに関する諮問です。年に諮問され，年に回答を出しています。
この点は，また別の機会に紹介します。
　年には，アイヌ民族の記録映画「熊祭り」を撮影します。その記録
の価値はきわめて高いものです。そして年㧣月二風谷永住を決意します。
マンロー歳でした。以来，歳で生涯を終えるまで㧣年㧠ヶ月医師として
生活し，アイヌ研究者としての日々を送りました。
　二風谷コタンでのマンローの日々は，小説とは言え石森延男『梨の花―マ
ンロー先生とアイヌたち―』（文芸春秋　）から想像できます。
　日本に帰化したとは言え，マンローは敵国イギリスの出身，終始役場や警
察から監視されていた様子が書かれています。マンローのスパイ視です。ア
イヌもまたマンローに近づくことを禁止されていました。近づくとスパイ協
力者と見なされました。戦時下と言え，苦悩するマンローの姿がそこにあり
ます。
　このような状況の中で，マンローを支えたのはアイヌの貝沢家の人々でし
た。（未完）
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註
㧛）　プロテスタントは，Ｗ・デニングにはじまるが，カトリック教会がアイヌ民
族とはじめて接したのは，イエズス会司教Ｊ・アンジェリス（Jeronymo de 
Angelis　－）を通してであった。アンジェリスは，年アイヌ・モ
シリ（蝦夷地）に渡り，アイヌ民族と接する。しかし，その㧟年後，キリシタ
ン弾圧により，江戸・品川の刑場で処刑されている。宣教師としてアイヌ・モ
シリに派遣されたのはフランス人司教メルメ・デ・カッション（Eugéne 
Emmanuel Mermet de Cachon）で，年から年まで函館に滞在した。そ
の間アイヌコタンを訪ねるとともにアイヌ語小辞典の編集を手がけた。年，
函館司教区長にベルリオーズ司教（Alexandre Berlioz）が着任室蘭地方に伝道し，
アイヌ語の教理書を作製するとともにアイヌ人㧝名に洗礼もさづけている。（参
照　永田富智『えぞキリシタン』　講談社　年。中川　宏神父監修『北海道
とカトリック』　北海道とカトリック出版委員会　年）
㧜）　The Church Missionary Societyは，日本では一般に英国聖公会海外伝道協会
と訳されている。CMSは，アメリカ聖公会の要望により，北海道に年，㧜
人の宣教師を派遣した。その㧛人がデニング（～）である。年，
CMSは，Ｊ・ウイリアムズ司教（James Williams）を北海道へ派遣した。デニ
ングは，アイヌの宣教に対しても積極的だったが，年，神学上の問題で
CMS本部から解任される。デニングの神学思想は，日本のインテリへ伝道する
ためには従来の神学では説得力がないとの主張である。この解任に対しては，
聖公会函館教会メンバーは，連名でデニングを解任しないよう要望書を出して
いる。（福島恒雄『北海道キリスト教史』　日本基督教団出版局　）
㧝）　アイヌ墳墓盗掘事件については，小井田武『アイヌ墳墓盗掘事件』（みやま
書房）に詳しい。この事件は，年㧣月日，イギリス領事館員㧝人と
日本人使用人等が，北海道森村（現森町）でアイヌの人骨㧞体，月日，落
オト
部
シベ
村（現八雲町）から体を盗掘し函館に運び出すという事件である。幕府は，
イギリス政府に人骨盗掘究明と返還を要求した。後に判明するがこの盗掘事件
にはイギリス公使も関与していた。国家的犯罪と言えよう。盗掘の目的はイギ
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リス，ロンドン博物館に人骨を送り人類学の研究に資するというものであった。
これこそ植民地政策の最たるもので，イギリスをはじめ植民地宗主国が世界で
展開した㧛例と言えよう。また，イギリス聖公会が㧜人の宣教師をアイヌ伝道
のためにとアイヌ・モシリに送り込んだが，㧜人のうち㧛人がマダガスカルか
ら今㧛人が東アフリカから送り込まれたのも日本に対するイギリスの政策の一
環と見ることも出来る。海外伝道はまた植民地政策の一手段でもあった。
㧞）　バチラーは，アイヌについて次のようにその印象を書き残している。「学生
達と交際し色々話をする時度々アイヌの問題が起りまして常に私の心をいたま
せました。哀れなアイヌ人達を余り軽蔑し無慙な劣等な事を言って聞くに堪え
なくて喧嘩になるのでした。哀れな者を軽蔑する事は人道に外れた事です。学
生達はまるで気
マ マ
狂い程傲慢になって信じ難い事驚くべき事を申した。実に其点
に於て心の悪い青年だと残念に思いました。『アイヌ民族は本当の人間では無い
人と犬との混血児だ，人間の子孫で無いから犬程熊程毛がはえているのだ。言
葉はあっても極く僅かで悪い言葉ばかりで食べる物は皆何にも料理しない，生
のまま食べる。又其外の事も余り野蛮ですからその中へ行く事は甚だ危険な事
だ』と斯う学生達は言うのでした。是れを聞く度び，私は心に哀れみと憤慨心
を起し真にそうであるかいなか自分自身で部落へ入って見ましょう。そして真
にそう言う人種であったなら猶更文明開化させる必要がる。そうする事は比の
文明なる強い大
ヤマ ト
和人
ジン
の中にいて働くよりよき働きであろう。必らず行って見様
と心に決めました。此の事があって後私は常にアイヌ人に対して心を引かれて
おりました。」（「記憶」～ページ）※なおかな使いは現代かな使いに，漢
字は新字体に直した。原文には全てルビがある。
　　こう考えていたバチラーが，函館ではじめてアイヌ民族と出会い話したのは，
年㧝月日だった。そしてこの民族の救済のため働こうと強く決心した。
㧟）　バチラー夫妻の墓は，イギリス・アックフィールド村の共同墓地にある。バ
チラー記念碑は，同じくアックフィールド村の聖十字教会の前庭にある（仁多
見厳『異教の使徒』～ページ）。
㧠）　マンローは生前，葬儀はアイヌ・プリ（アイヌ式）を希望していた。しかし，
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マンローの意に反し，聖公会平取教会で函館教会前川司祭の手で行われた。ま
た遺体は遺言に従い火葬された。遺灰は，マンローの希望通り，トイピラの丘
に埋葬された。その時の様子を桑原千代子はこう記している「ただ，我我コタ
ンの者と共に，トイピラの丘に永遠に眠って下さることは，何よりも嬉しく有
難いことであり，ニシパ（注マンロー）もそれを喜んで下さるに違いないと，
まだ雪残るトイピラの丘まで，マンローを命の親，魂の親と慕い続ける全コタ
ンの人々も長い葬列に続いた」（『わがマンロー伝』ページ）。のちにママの
墓標もマンローの隣に建てられ，さらに桑原千代子の遺言に従い、彼女の骨も
マンロー夫婦と一緒に埋葬されたと貝沢正は記している（貝沢正『アイヌ・わ
が人生』ページ　岩波書店　）。註の写真参照。
㧡）　「私は小川氏，寺田氏，そして，他の日本人の友人たちに，アイヌ民族につ
いて尋ねました。そうすると，彼らは，アイヌについて，良く言わないことに，
気がつきました。彼らは，みなアイヌを全く堕落した粗野な，ひじょうに，劣
った土着の人種であると考えているのでした。彼らの言うには，アイヌは宗教
を持っていない。そして，お寺もないし，彼ら自身の言葉も，ごく限られたも
のである。というのです。それは全くのおかど違いです。というのは，もし，
日本人が日常使っているすべての漢字（中国の言葉）を，そして，アイヌ語で
あるいくつかの言葉を取り除いてしまうならば，ごくわずかの日本語しか残ら
ないでしょう」と日本人のアイヌ観を批判している。（「軌跡」～ページ）。
同様の記述は「記憶」（～ページ）に見ることができる。なお，寺田，小
川については「記憶」（～ページ），「軌跡」（～ページ）に詳しい。
㧢）　バチラー告訴事件の概要は次の通りである。
　「第㧛は旅行免状の規定より長く条約区域の外に泊まったこと。第㧜は条約区域
の外に許しなくして家を建てた事。第㧝は条例区域外で鳥を撃った事」。この告
訴が，バチラー追放のために仕組まれた罠であり，アイヌの日本語理解の不充
さに由来することも見逃せない。例えば，半月と言うべきところを㧛月半分と
言い，日ととられ，㧛ヶ月を越えた滞在だから違反と告訴されたことが，裁
判の過程で明らかになる。さきの㧝点は，いずれも誤解に基くものとして却下
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された（「記憶」～ページ，「軌跡」～ページ）。しかし，この告訴
事件には裏があった。それはバチラーが，日本政府のアイヌ民族同化政策に協
力しなかったからだ（「記憶」ぺージ，「軌跡」ページ）。「バチラーさん
は私たちの邪魔になる人です。吾々はアイヌ語を全くなくしたい希望でいます
のにバチラーさんはアイヌが日本語を使うと叱ります。それは，私たちが折角
骨をおっているのをバチラーさんがこわす訳になるのです。それで訴えたので
す」。
㧣）　この件は，バチラー告訴事件の裁判期日の㧝日前の夜中時半頃に，アイヌ
のペンリがバチラーを尋ねて交わした会話から読みとることができる。ペンリ
「ニシパ，貴方は私が前から心配していた通りとうとう悪い日本人に訴えられま
した。そしてもうあと㧝日後には裁判が有るでしょう。私たちは証人としてお
役人の為連れてこられたのです」……ペンリ「私たちは大事なニシパの裁判が
あると聞いた日からどんなにか心配した事でしょう。何か裁判の時私達がニシ
パの役にたつ様にしたいと思ってどうしたらよいか夫れを伺いにきたのです」
（「記憶」～ページ）。
）　ドーズ法は年インディアン一般土地割当法とよばれるが正式名称は，
「個々の保留地に住むインディアンに単独保有地の割当を規定し，合衆国上院と
その領地の法律の保護をインディアンに及ぼすため，またその他の目的のため
の法律」。名称からも推察できるようにアメリカ先住民族（インディアン）の同
化政策法である。ドーズは法律の提案者名に由来する。アメリカ大陸侵略者が，
保護の名目で先住民族から奪った土地を大統領の権限でその一部を農業と放牧
のために先住民族に単独保有地として割当てるという不遜極りない法律である。
この法律の制定には，人道主義団体をはじめクエーカー教徒や会衆派教会等キ
リスト教会の諸組織も協力した。また，ドーズ法下では，キリスト教会が，先
住民族に対してキリスト教信仰と英語教育を推進した。しかし，ドーズ法によ
る先住民族同化政策は年代に入ると破綻し，年には廃止され，代って
インディアン再組織法が成立した。再組織法は，同化の論理を否定し，先住民
族の政治的自治と経済的自立をめざす法律だった。
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　　このドーズ法が，バチラーによって北海道庁に紹介され「北海道旧土人保護
規則案」や「旧土人保護地存置方ノ件」（）等に影響を与えたと富田虎男は
指摘している（富田虎男「北海道旧土人保護法とドーズ法」札幌学院大学人文
学会紀要　第号　～ページ）。すでに見たように「ドーズ法」を下敷とし
た「北海道旧土人保護法」がアイヌ民族の同化政策への立法化であったことは
説明を待つまでもない。その点を必要に裏付けたのが，山川力の次の著作である。
『いま，「アイヌ新法」を考える』（未来社　），『明治期アイヌ民族政策論』（未
来社　）。山川力は，「北海道旧土人保護法案」に反発したのは，当時日本
でただ一人だったと「北海道毎日新聞」の記事（年㧜月㧝日）を引用し，
上野正を紹介している（「政策論」～ページ）。
　　ドーズ法は成立後年にして廃止されるが，「北海道旧土人保護法」は，約
年，正確に言えば年目にして廃止された。アイヌ民族は，新しい憲法下で
も年まで年間「旧土人」と呼ばれてきた。
）　第㧟回内国博覧会は，年㧝月㧛日から同年㧡月日まで，大阪市南区天
王寺今宮で開催。開設の目的は「産業を奨励し国家富強の源を涵養することに
ある」と年㧟月日に出された勅令に記されている。日間で入場者約
万人。第㧟回内国勧業博覧会は，日本の国力を世界の国々，特にアジアの諸
国に誇示するものであり，帝国としての日本を証明するために欧米列強に倣い
学術人類館がもうけられた。学術人類館は，学問の名を借りた植民地政策の展
示場でもあった。その証拠として人類館に展示された生身の人々は，諸国の植
民地政策と無関係ではなかった。アイヌ，琉球人，台湾先住民族，インドネシ
ア（ジャワ）人，トルコ人，マレー人，インド人，ザンジバル人などで，アイ
ヌ民族は年に日本国の支配下に，続いて琉球人は，琉球処分の結果，沖縄
県人となる。国内植民地の誕生。続いて年の台湾の植民化，年の日韓
併合と日本帝国はアジア諸国に対し植民地政策を進めた。インドネシアは，オ
ランダ，マレー（マレーシア）は，イギリス，インドもまたイギリスの植民地
だった。少なくとも学術人類館がいかなる場所か承知のうえで，バチラーはア
イヌ学校設立募金のために㧡人のアイヌを紹介した。しかし，沖縄からは，「琉
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球はアイヌと同列の扱いを拒否する」との声があがり㧜人の琉球人女性は，人
類館から引きあげた。
　　この間の事情は，演劇「人類館」上演を実現させたい会編『人類館―封印さ
れた扉』（アットワークス　）に詳しい。また『人類館』には，長谷川由希「ア
イヌ民族と植民地展示・年～年の博覧会から」（論文）が収められてい
る。長谷川は，アイヌの派遣とバチラーとの関係には触れていない。なお，ア
イヌ民族の博覧会への派遣についてはアイヌ自身からの批判の声はあった。
　　アイヌの青年違星北斗（～）は次のうたを残している。
　　　白老のアイヌはまたも見せ物に
　　　博覧会へ行った　咄
アー
！咄
アー
！
　　違星北斗遺稿・『コタン』（年草風館復刻版は，『コタン』（年刊）『違
星北斗遺稿集』（年刊）を整理編集したものである）。
）　たとえば，アイヌ教化団後援会の理事の㧛人新渡戸稲造には，次の論文があ
る。「未開人への土地付与」。原文は英語で，アメリカの雑誌「The American 
Friend」. . に投稿されたもの。富田虎男が翻訳紹介している。新渡戸稲
造全集にも未収録とのこと。この小論で新渡戸は，アイヌ民族を「未開人」「野
蛮人」と呼び，「強い民族がより弱い民族を扱う」と植民地政策には肯定的だ。（札
幌学院大学人文学会紀要　第号　～ページ）。
）　バチラーからＣ・Ｃフェン師宛の書簡（年～月日付）で，日本人観
を次のように述べている。バチラーはこの書簡が公開されない私信扱いされる
よう手紙の冒頭で述べている。「私の蝦夷における年の経験は，ここでは極度
の注意をもって行動しなければならぬことをはっきりと教えてくれました。事
実，私はアイヌのところにいるときは，私のあらゆる行動や行為，言葉がスパ
イによってマークされていると信ずべき理由を持っています」。さらに日本人お
よび日本政府のアイヌ対策が批判的に綴られている（「手紙」～ページ）。
）　向井フチ（八重子）との養女縁組みについて，バチラーが記録しているのは，
次の部分だけだ。「ヤエ子は私共の養女で，有珠の人です。明治年月日養
女として札幌の警察署に届けました。以後，ミセス・バチラーの代理としてア
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イヌの子女のため伝道致して居ります。目下胆振国の幌別で働いて居ます」（「記
憶」ページ）。この一文と共にバチラー，ルイザ，八重子の㧝人の写真が添
えられている。しかし，この一文に誤りがある。八重子が養女になったのは
年月日（明治年）で，明治年つまり年ではない。なぜ誤った
のか。引き続き，バチラーが八重子とイギリスを旅したこと，有珠の実家が日
本人に取りあげられたことが記されている（「記憶」～ページ）。しかし，
「軌跡」に至っては全く触れていない。不自然さを感じる。
　　養子の年月日について，仁多見厳は，その養子縁組書の件に触れ，その時期
を明示している「異教の使徒」（～ページ）。また「手紙」（～ページ）
でも，養子縁組契約書を紹介している。しかし，バチラーは養子縁組のあった
前日にＢ・ゴールト師宛に出した手紙でも全く八重子の件には触れていない「手
紙」（ページ）。翌年（年㧛月㧟日付）の手紙で，英国行きの件を相談し
ているが，八重子の名前は見あたらない「手紙」（～ページ）。しかし，
バチラーが結婚したアンデレス（ルイザ）の件では，事細かに報告している「手
紙」（～ページ）。
　　なお，バチラー八重子が，バチラーをどう思っていたかは別の機会に紹介する。
）　マンローと日本人との関係は，別の機会（考古学をめぐって）にも紹介するが，
ここでは谷万吉との関係に触れておきたい。手紙の往復については桑原が整理
しているが（「マンロー伝」年譜～ページ），その交流を桑原はこう記し
ている。「（谷が）二谷文次郎氏の案内で，自転車で二風谷のマンロー館を訪ね
たのがマンローとの交際の始まりであり，昭和年（）のことである。以
来マンローが次第に苦境に陥って行くのを支え，亡くなるまで，この人ほど惜
しみなく助力し，公私にわたって誠心誠意尽くした人は他にあるまい。マンロ
ーは谷氏を何より力と頼み，頼りにし，誰よりも信頼して心打ち明ける手紙を
何通も書いた」（「マンロー伝」ページ）。ある意味で，谷の尽力がなければ，
二風谷でのマンローの医師としての生活も成立しなかったと言えよう。
）　「熊祭り」（イオマンテ）をめぐっては，バチラーとマンローとの間には，激
しい意見の対立があった。それはまた㧜人のアイヌ民族観とも無関係ではない。
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この点については，バチラー『アイヌの伝承と民俗』，マンロー『アイヌの信仰
とその儀式』を比較紹介する機会に譲りたい。
）　貝沢正は，「平取町とヨーロッパ人との関係」でマンローについて次のよう
に書いている。「外国人がこれだけしょっちゅう来ている中で，特に我々と関係
があるのはマンロー先生です。ご承知のとおり，いま北海道大学の管理になっ
ているマンロー館というのが残っておりますし，またマンロー先生は昭和㧟年
（）に二風谷に来られ，昭和㧟年から昭和㧠年（）にかけての㧞ヶ月間，
二風谷でアイヌの研究をしながら『熊祭り』の映画もその時撮っております。
軽井沢へ帰り，再び出直して来て土地を買い今の住宅（マンロー館）を昭和㧡
年（）に建てたわけなんです」（『アイヌわが人生』ページ）。貝沢さんは，
マンローに対する地元の人々の無理解にも触れている。『梨の花』には，貝沢正
さんの妹で，マンロー家のお手伝いとして働いた青木トキさんを通してマンロ
ーの人となりが書かれている。
　　なお青木トキさんには、「マ
ンロー先生の思い出」（雑誌「あ
るく、みる、きく」特集、シシ
ムカのほとり、発行　日本観光
文 化 研 究 所　年NO　
ページ）があることを二
風谷の貝沢耕一さん宅で貝沢美
和子さんから紹介された。青木
トキさんの目から見たマンロー
の日々が綴られていた。青木トキさんは、結婚するまで㧟年間、マンロー家で
お伝いさんとして働いた。
　　貝沢美和子さんに教えられトイピラの丘に登ると写真のような㧝人の墓碑が
あった。碑は、「マンロー先生慰霊の会」代表貝沢正らの手で年㧣月建立さ
れた。メンバーの中には萱野茂や青木トキの名も見られる。
二風谷トイピラの丘のマンローの墓
（..筆者撮す）
